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I・出土した遺物

1．土器

土器は鯛査区全体から大コンテナ320箱（約6OOOkg)出土している。特に北側澗査区の南側での出土が多

く、遺構も多数検出されている。遺栂出土土器については、遺栂の亜複が多く、平面形を把握することが困

難であったことから、他の遺構の土器の混入も考臘に入れなければならない。そのため遺栂と土器の共伴関

係が明確ではない。また、遺櫛外包含届中からの出土についても、他年庇にわたる綱査のため年度ごとの屑

位の捉え方に相違があり、屑位からの新旧関係は把握できなかった。また、北側調査区中央から検出された

土器捨て場（中期前葉から中葉期） と見られる包含層については、層位把握後遺物を取り上げたが、旧沢に

近いグリッドでは、下位の層から上位の層と同じ時期の土器が出土したりしているが、これは沢に近い部分

に斜面上位から転落した層があり、大量の湧水の為に確認できなかったものと見られる。

本報告番の第1～Ⅳ群の土器の分類については、北上市鳩岡崎遺跡（岩手県教育委員会1982)、盛岡市大

館町遺跡（(1978）北上市滝ノ沢適跡(1983,90,91)を参考にした。

○第1群土器（大木5式と見られる土器）

口縁部に細い隆帯で鋸歯状文を描くものである。

○第Ⅱ群土器（大木6式と見られる土器）

第1類体部中位で膨らんだ後一度くびれて頚部から外傾する深鉢。体部中央で屈曲するものも含む。

全体的に口縁部の幅は狭い。口縁部から体部まで文械体がある。縦位の沈線や隆帯の斜行沈線文

あるいは曲線文を描く。施文具は半裁竹管、隆帯。交互刺突も見られる。

A波状口縁のもの。

B平口縁のもの。

第2類第1類で体部文様帯をもたないもの。

A波状口縁のもの。

B平口縁のもの。

第3類金魚鉢形を呈するもの。

○第Ⅲ群土器（大木7a式と見られる土器）

口縁部に最大径をもち、口縁が開く深鉢。第1群の深鉢に比べ細畏い円筒形を呈する。口緑が

内湾するものや口縁が開かないバケツ形、金魚鉢形もある。地文は縦、横回転。綾絡文を伴う

ものが多い。

第1類体部中央で膨らみ、頚部から屈曲して外反する深鉢。本群を代表する器形。

A大波状、大型の突起をもつものと波状、小型の突起をもつものがある。

頚部に沈線または刺突を伴う隆帯が巡る。 4単位の波頂部から隆帯が垂下し区画する。区画内は

平行沈線文、列点文、波状文鋸歯状文、円文、同心文、原体圧痕文が施文されるものと無文の

ものがある。

B平口縁のもの。文様帯等については、第1頚と同棟である。

C地文のみのもので、口縁部は肥厚している。口縁部下端に突起状の貼付を伴う。

第2類体部から口縁にかけて緩やかに外反するため、口縁と体部の境界が不明瞭なもの。口縁部は折
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り返し肥厚するもの、沈線や隆帯、原体の圧痕で区画するものがある。刻みや圧痕のある横長あ

るいは突起状貼付をするものもある。

A波状口縁をもつもの。文様帯等については、第1類と同様である。

B平口縁のもの。文棟帯報については、第1類とl可棟である。

C地文のみのもので、口縁部は肥厚している。口縁部下端に突起状の貼付を伴う。

第3類体部から口縁部にかけての傾きに変化がなくそのまま立ち上がるバケツ形の深鉢。口縁部は肥

厚し折り返し口縁になっている。やや内湾するものを含む。沈線または刺突を伴う隆帯で口縁部

を区画し、垂下する隆帯で4等分する。Y字状、逆V字状、釣り針形の貼付をするものがある。

第4類金魚鉢形の器形をもつもの。

第5類本群に相当すると見られる洩鉢。

第6類第1～5類に分類できないもの。

○第Ⅳ群土器（大木7b式と見られる土器）

第Ⅱ群土器と器形は類似するが、口縁部区画が不明瞭になってくる。連弧文、原体圧痕を多用

する。

第1類口縁が外傾する深鉢。頚部を沈線、隆帯で区画し口縁部文様帯を形成する。頚部沈線の下部に

連弧文を伴うことが多い。

A突起、波状口縁をもつもの。

連弧文から先端が釣り針形の沈線、波状文が垂下する例もある。稀に体部まで文様が広がるもの

もある。口縁部文様帯は沈線で矢羽文、弧状文、波状文、原体圧疲が見られる。長梢円形区画を

もつものもある。

B平口縁のもの。文様帯等はA類と同棟である。

C地文のみのもので、口縁部は肥厚している。口縁部下端に突起状の貼付を伴う。

第2類口縁が僅かに外反する深鉢。口縁部は肥厚し折り返し口縁になっている。

A波状口縁のもの。

B平口縁のもの。

C地文のみのもので、口縁部は肥厚している。口縁部下端に突起状の貼付を伴う。

第3類体部から口縁部にかけての傾きに変化がなくそのまま立ち上がるバケツ形の深鉢。口縁部は肥

厚し折り返し口縁になっている。やや内湾するものを含む。

第4類口縁が内湾気味に立ち上がる深鉢。キヤリバー形に変化するもの。文様は第1類に類似する。

迎弧文、交互刺突文、原体側面圧痕による施文が目立つ。

第5類本群に相当すると見られる浅鉢。

○第V群土器（大木8a式と見られる土器）

文様帯によって2類に分けた。器形は口緑が内湾気味に立ち上がるもの、口縁部が内滴するい

わゆるキャリパー形と体部から緩やかに外反するタイプがある。波状口縁、平口縁のいずれも

あり、 1～4単位の突起が付くものもある。

第1類口縁部文様帯のみの深鉢。

A波状口縁。横S字状、C字状、あるいは貫通孔のある台状の突起をもつもの。

頚部は隆補で区画し、区画の中に渦巻文、波状文を施文する。三角形の区画のものは、区画の連
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結部分に刻みのある貼付をする例もある。キャリパー形を呈するものが多い。貼り付けされてい

る隆帯は鯛鞍されているものと未鯛整のものがある。調轆きれているものは竹管状の工具で行わ

れるため隆沈線を呈する。

B平口縁のもの。複合口縁で波状、C字状、ブリッヂ状貼付をしている。文様はAと同様である。

第2類体部文様体までもつ深鉢。

A波状口縁。第1類のAと同様の文撤をもつ。文様に原体圧痕、交互刺突による波状文、連弧文

といったものがある。波頂部に渦巻文、不整の横S字文をもつ。平行沈線による直線文、波状文

を施文している。口縁部文棟帝に原体圧損のみのものもある。

B平口縁のもの。文様はAと|司様である。

第3類地文のみのもの

第4類本群に相当すると見られる浅鉢。

第5類本群に相当すると見られる壷。

○第Ⅵ群土器（大木9式と見られる土器）

渦巻文、楕円文、逆U字文がモチーフの深鉢で、全体的に内湾する器形が多く、外反するもの

は少ない。

第1類深鉢

第2類浅鉢

第3類壷

○第Ⅶ群土器（大木IO式と見られる土器）

体部でふくらみをもち一度くびれた後口縁が外反する器形が多い。

第1類隆帯及び沈線で区画した内部を磨消している｡文械迎結部や端部に鯖状の隆帯が付く例が多い。

波状口縁、平口縁の両方あり、波状口縁の埆合、中空になるものや貫通孔をもつものがある。器

種には、深鉢のほか壷、浅鉢がある。浅鉢には、 l単位の注口を飾りにもつものもある。

第2類口縁部や円形の区画内に刺突文をもつもの。

第3類文様帯をもたない口縁部を沈線で区画し、磨り消しているもの。

○第Ⅷ群土器（後期と見られる土器）

第1類（後期初頭の門前式と見られるもの）

連鎖状隆帯、刺突列点文をもつもの。

A器形は第Ⅳ群1類と同じだが、沈線や隆帯の代わりに刺突のある隆帯（連鎖状隆帯）や刺突列

点文で施文。

B平口縁で口縁部から体部中央までを隆帯方形区画で4つに分ける。縦位の隆帯の上下端部にl

ないし2個の刻みをもつ。

第2額（堀之内l式、宮戸Ib式、新山椛現社I群と見られるもの）

器形はいろいろあるが、文様のモチーフとしては縦長の梢円形である。連続するものもある。

目立つのは丸みを帯びた体部の上位に、短く使かに外反する口縁部がのる器形である。口縁部は

無文で4単位の突起をもち、頚部とは沈線または橋状の把手で連絡する。突起には円文、同心文

を施文している。

第3類（堀之内2式、新山権現社Ⅱ群と見られるもの）
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数条の平行沈線文を主体にした土器で、波状口緑、平口縁のいずれもある。

第4類本群にともなう地文のみのもの。波状口縁が多い。

○第Ⅸ群土器（晩期と見られる土器）

第1類三叉文をもつもの。

第2類羊歯状文をもつもの。

第3類平行沈線をもつもの。

第4類工字文をもつもの。

第5類第1～4類に分類できなかったもの。

○第X群土器

第1群～第Ⅸ群に含まれると思うが分類不能なもの。

2．土製品

出土した土製品は317点で、主なものとしては、土偶48点、耳栓12点、垂飾品5点、錦形土製品6点、

動物形土製品2点、斧状土製品3点、腕轄4点などである。用途等が不明なものも含まれている。

3． ミニチュア土器

37点のミニチュア土器が出土している。土器として使用された痕跡があるものも含まれるが、使用につ

いては疑問なものも含まれる。

4．石器・石製品

清田台遺跡から出土した石器・石製品は大コンテナで30箱で、登録したのは5111点（剥片は除く）、そ

の内2“2点を掲戦した。内訳は、石錐1381点、尖頭器18点、石錐182点、石匙65点、石箆7点、掻削器114

点、模形石器4点、磨製石斧84点、磨石類81点、石皿類18点、石棒類15点、石刀類8点、石錘2点、浮子

6点、その他としては石鍬、異形石器、映状耳飾り、垂飾品とみられる有孔石製品、特殊敵石、線刻石な

どである。これらの石器・石製品を形態若しくは使用した疲跡等から次のように分類した。

(1) 石錐A凹基無茎

B平基無茎

C入凹基

D凹基有茎

E平基有茎

F凸基有茎

G尖基

H円基

I 未製品及び断片(A～Hに分類できない破損品？）

尖頭器（石鍍棟でも大型のもの）

石錐Al つまみ部と長い錐部をもつもの

A2つまみ部と錐部の境が不明瞭なもの

１
１

２
３

く
く
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B 剥片の端部を利用したもの

C 棒状のもの(Alの破損品の可能性があるものを含む）

石匙Al縦型両側調整

A2縦型片側調整

A3縦型未調整

B1横型両側調整

B2横型片側調整

B3横型未調整

石箆A端部両側調整

B端部片側調整

掻削器A両側調整がなされているもの

B片側調整がなされているもの

C円形で全周に鯛整がなされているもの

喫形石器（両側面に階段状剥離痕）

磨製石斧

磨石類（磨石A・敵石B･凹石Cとしての要素をもつもの）

石皿類（石皿A･台石B･砥石Cとしての要素を含むものも）

石棒類（加工A・未加工B)

石剣・石刀類

石錘（切目・有溝）

浮子軽石製で貫通孔のあるもの

石鍬

異形石器

状耳飾り

垂飾品（含有孔石製品）

特殊敲石（細長い円礫の先端近くを敲打し、両端または片一フ

※名称は宝ヶ峯遺跡(1991)齋藤報恩会編「特殊な叩き石」

線刻石

その他

〕先端近くを敲打し、両端または片一方

(4）

(5）

(6）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

７
８
９
ｍ
皿
哩
ｎ
Ｍ
崎
焔
”
岨
⑲

ｉ
く
Ｉ
Ｉ
Ｉ
く
く
く
く
く の端を角錐状にしたもの｡）

(1991)齋藤報恩会編「特殊な叩き石」を参考にした。

(20）

(21)

5．古銭

3枚の古銭が出土している。4199と4200は寛永通宝、4201は文久永寶である。表土中からの出土である。

6．編物

47号住居跡床面直上の扁平な円礫の裏側に貼り付いた状態で検出した。約6.5×5cmの大きさである。幅3

~4cmの植物と見られる繊維が縦横に編まれ、土器底部に痕跡として検出されるいわゆる網代様をなしてい

る。網代であるのか篭状のものかは不明である。本住居跡焼失時に床面に置かれていたものの上に円礫が載

っていたために炭化し残存したものと見られる。
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石器(26）
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第248図遺構外出土石器(26）
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表
2

’ 四 割 い Ｉ

番
号
遁
栂

符
号

遺
構
名

調
査
時
出
土
地

綱
名

種
名

部
位

左
右

数
年
齢

受
熱
(色
）

備
考

1
1
8
1
8
号
住
居
跡

n
B
7
i
@
監
埋
士

哺
乳
綱

ニ
ホ
ン
ジ
カ

鹿
角
片

灰
白

加
工
痕
を
有
す
る

2
8
8
号
住
居
跡

n
B
5
h
②
住
埋
土

鳥
網

キ
ジ
科
の
一
毬

上
腕
骨
近
位
端

R
灰
白

3
8
8
号
住
居
跡

n
B
5
h
②
住
Q
3
2
W

鳥
綱

キ
ジ
科
の
一
極

上
腕
骨
近
位
端

L
灰
白

4
2
3
2
3
号
住
居
跡

n
B
8

②
住
埋
土
（
ト
レ
ン
チ
）

哺
乳
網

ニ
ホ
ン
ジ
カ

鹿
角
片

灰
白

5
2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
層
上

哺
乳
綱

キ
ツ
ネ

睡
骨

R
灰
白

6
2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
層
上

聡
乳
綱

キ
ツ
ネ

剛
骨

R
灰
白

7
2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
屑
上

哺
乳
綱

キ
ツ
ネ

大
腿
骨
近
位
端

L
灰
白

8
2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
層
上

哺
乳
綱

キ
ツ
ネ

寛
骨
近
位
端

L
灰
白

9
2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
届
上

哺
乳
綱

キ
ツ
ネ

寛
骨
遠
位
端

L
灰
白

0
2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
屑
上

哺
乳
綱

キ
ツ
ネ

上
腕
骨
遠
位
端

L
灰
白

1
2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
届
上

哺
乳
絹

キ
ツ
ネ

下
顎
骨
片

R
灰
白

2
2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
届
上

哺
乳
絹

キ
ツ
ネ

呵
甲
骨
近
位
端

R
灰
白

3
2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
咽
上

哺
乳
綱

キ
ツ
ネ

肩
甲
骨
遠
位
端

R
灰
白

4
2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
届
上

哺
乳
絹

キ
ツ
ネ

撹
骨
近
位
錨

L
灰
白

5
2
8
2
8
号
住
居
跡

U
B
9
住
Q
2
①
刷
上

哺
乳
綱

イ
ヌ
科
の
一
種

側
頭
骨
頬
骨
突
起

L
灰
白

キ
ツ
ネ
？

6
2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
層
上

哺
乳
綱

イ
ヌ
科
の
一
秘

肋
骨

L
灰
白

キ
ツ
ネ
？

7
2
8
28
号
●
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
届
上

哺
乳
綱

イ
ヌ
科
の
一
種

肋
骨

L
灰
白

キ
ツ
ネ
？

8
2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
届
上

哺
乳
綱

イ
ヌ
科
の
一
種

肋
骨

R
灰
白

キ
ツ
ネ
？

9
2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
届
上

哺
乳
綱

イ
ヌ
科
の
一
種

中
手
骨
近
位
端

R
灰
白

キ
ツ
ネ
？

2
0

2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
屑
上

哺
乳
綱

イ
ヌ
科
の
一
種

中
手
・
中
足
骨
遠
位
鎧

灰
白

キ
ツ
ネ
？

2
1

2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
職
上

哺
乳
綱

イ
ヌ
科
の
一
種

節
2
．
第
5
基
節
骨

灰
白

キ
ツ
ネ
？

2
2

2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
暦
上

哺
乳
綱

イ
ヌ
科
の
一
種

第
2
・
第
5
基
節
骨

灰
白

キ
ツ
ネ

2
3

2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
厨
上

哺
乳
綱

イ
ヌ
科
の
一
種

第
2
・
第
5
基
節
骨

灰
白

キ
ツ
ネ

2
4

2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
届
上

哺
乳
網

イ
ヌ
科
の
一
種

頚
椎

灰
白

キ
ツ
ネ

2
5

2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
屑
上

哺
乳
綱

イ
ヌ
科
の
一
種

頚
椎

灰
白

キ
ツ
ネ

2
6

2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
屑
上

哺
乳
綱

イ
ヌ
科
の
一
種

胸
椎

灰
白

キ
ツ
ネ

2
7

2
8
2
8
号
住
居
跡

n
B
9
住
Q
2
①
届
上

哺
乳
綱

イ
ヌ
科
の
一
種

腰
椎

灰
白

キ
ツ
ネ

2
8

n
B
3
g
区
Ⅱ
届

哺
乳
網

ニ
ホ
ン
ジ
カ

韮
節
骨
近
位
端

灰
白

2
9

n
B
3
h
区
Ⅱ
層

哺
乳
綱

イ
ノ
シ
シ

准
睡
歯

無

3
0

8
1
1
3
号
焼
土

n
B
4
g
区
焼
土

哺
乳
綱

ニ
ホ
ン
ジ
カ

歯
片

無

3
1

8
1
1
3
号
焼
土

n
B
4
g
区
焼
土

哺
乳
綱

ニ
ホ
ン
ジ
カ

中
間
手
根
骨

R
1

無

3
2

8
1
1
3
号
焼
土

n
B
4
g
区
焼
土

哺
乳
綱

イ
ノ
シ
シ

第
2
・
第
5
基
節
骨
近
位
端

1
若
献
無

3
3

n
B
4
g
区
Ⅲ
脳
上
面

哺
乳
綱

ニ
ホ
ン
ジ
カ

歯
片

無

3
4

n
B
4
g
区
Ⅲ
層
上
面

哺
乳
綱

イ
ノ
シ
シ

中
1
m
手
根
骨

R
1

無









表
6

Ｉ い 『 Ｃ ｌ

祢
号
遺
栂

番
号

遺
椛
名

調
査
時
出
土
地

綱
名

柧
名

部
位

左
右

数
年
齢

受
熱
(色
）

側
考

3
7

5
区
南
端
Ⅱ
－
②

哺
乳
綱

ニ
ホ
ン
ジ
カ

中
弓
皇
骨
近
位
錨

R
灰
白

3
8

8
T
西
南
側
Ⅱ
－
①

哺
乳
綱

イ
ヌ
科
の
一
秘

腰
ホ

上
灰
白

3
9

8
T
西

前
側
Ⅱ
－
①

哺
乳
綱

イ
ヌ
科
の
一
秘

寛
f
卜
中
間
部

L
灰
白

4
0

4
5
4
5
号
住
居
跡

5
0
6
遊
居
焼
土

哺
乳
網

イ
ノ
シ
シ

第
3
手
根
骨

L
灰
白

4
1

1
9
1
9
号
住
居
跡

n
B
7
i
⑤
住
炉
（
東
側
）
埋
土

軟
骨
魚
網

ア
オ
ザ
メ

顎
歯

無

4
2

1
9
1
9
号
住
居
跡

H
B
7
i
⑤
住
炉
（
東
側
）
埋
土

硬
骨
魚
網
ウ
ミ
タ
ナ
ゴ
科
の
一
種
？

腹
椎

灰
白

4
3

8
5
2
号
埋
設
土
器
M
中

哺
乳
綱

イ
ノ
シ
シ

第
2
・
第
5
中
足
骨
遠
位
鐺

灰
白

4
4

8
0
1
2
号
焼
土

1
5
号
焼
土
中

哺
乳
綱

イ
ノ
シ
シ

下
顎
第
3
後
臼
歯

L
茶

4
5

4
7
4
7
号
住
居
跡

2
0
1
住
2
層

哺
乳
網

ニ
ホ
ン
ジ
カ

歯
片

ー

無

4
6

1
9
1
9
号
住
居
跡

n
B
7
i
⑤
住
炉
（
東
側
）

硬
骨
魚
網
サ
ケ
科
の
一
秘

椎
骨
片

7
灰
白
・
黒

4
7

1
9
1
9
号
住
居
跡

n
B
7
i
⑤
住
炉
（
東
側
）

哺
乳
綱

イ
ノ
シ
シ

歯
片

ー

茶

4
8

9
9
号
住
居
跡

n
B
5
h
③
住
炉
2
a
土
器
内

硬
骨
魚
網
サ
ケ
科
の
一
秘

椎
骨
片

2
灰
白

4
9

9
9
号
住
居
跡

H
B
5
h
③
住
炉
3
土
器
内

鳥
網

キ
ジ
科
の
一
秘

上
腕
骨
近
位
端

R
灰
白

5
0

9
9
号
住
居
跡

I
B
5
h
③
住
炉
3
土
器
内

鳥
網

キ
ジ
科
の
一
狐

烏
口
骨
遠
位
端

L
灰
白

■ 凸 ■ ■ ■ ■
5
1

9
9
号
住
居
跡

n
B
5
h
③
住
炉
3
土
器
内

鳥
網

キ
ジ
科
の
一
種

肩
甲
骨
近
位
端

R
灰
白

5
2

9
9
号
住
居
跡

n
B
5
h
③
住
炉
3
土
器
内

鳥
網

キ
ジ
科
の
一
柧

中
足
骨
遠
位
端

L
灰
白

5
3

9
9
号
住
居
跡

I
B
5
h
③
住
炉
3
土
器
内

鳥
網

キ
ジ
科
の
一
秘

中
足
骨
近
位
端

L
灰
白

5
4

9
9
号
住
居
跡

n
B
5
h
③
住
炉
3
土
器
内

鳥
網

キ
ジ
科
の
一
籾

頚
骨
遠
位
端

L
灰
白

5
5

9
9
号
住
居
跡

n
B
5
h
③
住
炉
3
土
器
内

鳥
網

キ
ジ
科
の
一
秘

中
手
骨
遠
位
蝋

L
灰
白

5
6

9
9
号
住
居
跡

n
B
5
h
③
住
炉
3
土
器
内

硬
骨
魚
網
サ
ケ
科
の
一
髄

椎
骨
片

3
灰
白

5
7

9
9
号
住
居
跡

H
B
5
h
③
住
炉
4
土
器
内
土
器

爬
虫
綱

ユ
ウ
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上記のように、滑田台遺跡の特殊敲石に見られる敲打は、きわめて特殊な様相を示している。これらの資

料では、明らかに使用痕と考えられるものは、端部に観察きれる破損と、石器の表裏面の敲打痕である。石

器の上下に平面を作る敲打については、表面に敲打が原因と思われる摩耗が観察きれるものの、使用痕と断

定できる積極的な根拠は見いだせなかった。よって、意図的な成形の可能性をも視野に入れて検討していか

なければならないだろう。

石匙

3点の石匙を分析したが、使用痕光沢については、すべてDタイプの使用痕光沢が観察された。さらに線

状痕と使用痕光沢の形成方向については、ほぼ刃部に対して平行するものである。

以上のことから3点については、形態的には多様であるが、石器の使い方およびその対象物についてはほ

とんど同じであったことが推測される。それでは、形態差や加工の差はいったい何に起因するのかという疑

問がわいてくるが、それについては、今後石器の型式学的分析など総合的に検討していかなければならない

と考えている。さらに、定趾的な使用痕分析も必要になってくるであろう。今回の分析では、石匙について

今後の研究の見通しを得ることができた点で有意義なものであった。今後、分析資料を増やし検討していき

たい。
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阿子島香1989「石器の使用痕」考古学ライブラリー56ニューサイエンス社

梶原洋・阿子島香 1981 「頁岩製石器の実験使用痕研究ポリッシユを中心と

した機能推定の試み」 「考古学雑妹j67－1

角張淳一2m「統・石器研究についての感想」 『東京考古」 18東京考古談話会
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7．岩手県、清田台遺跡出土アスファルトの成分分析
株式会社古環境研究所・小笠原正明（北海道大学高等教育機能開発総合センター）

1･はじめに

天然アスファルトは耐水性に優れ、 また接蒲力に富むため、縄文時代中期から晩期にかけて接若剤として

政要な役割を果たしていた1)。しかし、産地は東日本の日本海沿岸にある石油鉱床地帯に限られているの

で、その他の地域で見つかるアスファルトは原産地から持ち込まれたものということになる。アスファルト

は多棟な有機物の混合物であるため、長い間分析ができないと思われていたが、 1998年にパラフィン成分の

マススペクトルのZ数解析法が開発されてから定倣的な分析が可能となった2)。この手法により、縄文時

代の原産地として秋田県二ツ井、新潟県新津の二ヶ所が確定され、ここで産出するアスファルトについて詳

細な測定が行われている。また、東北や新潟県の遺跡から発掘されたアスファルト数十点についても分析と

分類が行われている。

ここでは、岩手県清田台遺跡出土の4点のアスファルトについても同様の手法を用いて分析を行った。

2．実験

各賦料から少斌をとって元素分析を行った。別に約0.6gずつとり、ベンゼンーメタノール混合溶媒に溶解

した。ろ過により不溶分を除いた後、溶液の溶媒部分を減圧蒸留で除き、、-ヘキサンに溶かした。ろ過によ

り不溶分のアスファルテンを除き、減圧蒸留で溶媒を除き、残ったオイル分をHPLCによりパラフィン成分

(Fr-P)、一芳香環成分(Fr-M)、二芳香環成分(Fr-D)、極性成分(Fr-PP)に分割した。このうちパラフィ

ン成分について、 FI-マススペクトルを得た。質肚分析装世はJEOL-JMS-SXlO2Aを用いた。

3．結果と考察

元素分析の結果を表lに示した。C原子数に対するH原子数の比がlを超えている場合、アスファルトで

あるとしても矛盾はない。 4点の試料はいずれもこの条件を満たしていることがわかる。

得られたマススペクトルの一つを図1に示した。分子獄400付近にピークがあるのは他の3点も同様で、

これまで分析したアスファルトの特徴と一致する。

これを炭素環の数に対応するZ数ごとに分劉した。Z数とは、パラフィン成分をCnH2n+zとした時のZ

で、分子量とM=14n+Zの関係にある。分割したスペクトルのうち、 Z=-6 (4環）に対するZ=-8

(5環）の成分の比をとり、R値として表2に示した。産地については標準偏差も載せてある。また、各産

地のR値との差を標準偏差で割った相対偏差も示した。絶対値が3を超えた場合、その産地のものではない

とみなしている。いずれも秋田県二ツ井産アスファルトに対して相対偏差が3を超えており、この系統のも

のではないことがわかる。一方、新潟県新津市産アスファルトとは相対隔差の絶対値が0.m95から1.554とな

っており、こちらの産地である可能性は残る。

この結果を過去の試料の分析結果と共に地図上に示したのが図2である。清田台遺跡も含め、秋田県中部

から岩手県南部にかけて新潟県新津市産の可能性が考えられる試料が分布していることがわかる。その中に

は付近にアスファルト産出地の存在する昭和町の拭料も含まれているため、この産地のアスファルトである

可能性も考えられる。ただ、昭和町の試料には秋田鼎二ツ井に近い性質のものも存在するため、峻味さは洩

る。
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表1 元素分析の結果

C(%) H(%) N(%) S(%)H原子数/C原子数試料名
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表中下線部は相対偏差3以上のものを示す。対応する産地のものではないとみなせる
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